
≪深 大 寺 そ ば 学 院　 第 ６講　 ≫ 5/11/18

じきじさほう　　　　いのち食 事 作 法　 ～生 命 を い た だ く ～

仏 教 の 伝来 と 食 事 観 (イ ンド ～中 国 ～日 本 )

【イ ンド 】

ゴ ータ マ ・ブ ッ タ(紀 元 前 463～383年 )。

29歳 出家 。 35歳 成 道(悟 り )。80歳 入 滅 。

・信 者 か ら の 布 施 によ り 食 事 。

１日 ２回 の午 前 の み。布 施 によ り 頂 い た 食 事 は 、そ の 日 に 食し 翌 日 に 持 ち

越 さ な い 。

→財 産 の所 有 と みな さ れ る 。

・進 料 理 の 概 念 はな く 、布 施 さ れ た 者 で あ れ ば 肉魚 も 食し て い た。

・見 聞 疑 の三 肉 は 食 さ ず 。

→自 分 の た め に 殺さ れ た 肉魚(殺 さ れ た と ころ を 見 た 、聞 い た 、そ の 疑 い

が あ る )

【中　 国 】

紀元 前 ２年 仏 教 伝 来。

→膨 大 な 経典 の 翻 訳 作 業 が 続 く 。

西 暦 538年 菩 提 達 磨 渡 来。禅 の 伝 来。

→修 行 法 とし て の 坐 禅が はや り 、仏 教 教 団 が 大き く な る。ま た 、静 かな

場 所 を 求 め 山 奥 へ と 修 行 の 場 が 移 る。

・初 期 は、皇 帝や 富 裕 層 の 信 者 な ど の 布 施 によ り 、１日 ２回 の 食 事 が 賄 わ れ る 。

・教 団 の拡 大や 山 奥 で の 生活 の た め 、布 施 によ る 食 事 が 行 き 渡 ら ず 僧 自 身 が 食

事や 掃 除 、身 の 回 り の 事 をし な け れ ばな ら な い 。

→作 務 と い う 修 行 の 確 立 。

・中 国で は 、習 慣 的 に １日 ３回 の 食 事で あ り 、気 候 的 に もイ ンド と の 違 い が

あ り 、午 前 中 ２回 の 食 事 で は 厳し い 冬 や 作 務 に 堪 え ら れ ず 、戒 律 の崩 壊 。

・中 国 独 自 の戒 律とし て 、肉 魚 や 葱 類 を 食 す る こ と を 禁 止 す る。

・食 事 だ け で は な く 、生 活 一 般 に つ い て も 厳し い 戒 律(行 儀 作 法 )が 定 め ら れ る 。

→｢教 誡 律 儀 ｣南 山 大 師 道 宣(596～667)



【日　 本 】

西暦 522年　 漢 の 渡来 人 鞍 部 司馬 達等 が仏 像 を奉 じ る。

西暦 538年　 百 済 の聖 明 王 が 仏 像・経 巻 等 を 贈る。

・日 本で は、仏 教伝 来以 前か ら 神道 の影 響 によ り 、身 を 清 める た め 肉や 魚 を

食 べる こと を避 け る (潔 斎 Gすっさ い )｣の 習 慣 が 一 部 の階 級 にあ り、精 進

料 理の思 想 は 素直 に受 け 入 れ ら れた。

・日 本で は、朝 食夕 食の １日 ２回 の食 事 が習 慣で あ っ た が 、中 国 の影 響 によ り

３食 の習 慣 が浸 透し て い っ た。

・朝 食…粥 食(し ょ うじ き )、昼 食 …正 食(し ょ うじ き )、夕 食…非 食(ひ じ き )

・教 誡 律儀 に、ご 飯 を 頂く 作 法 80箇 条 、食 器 を扱 う 作 法 30箇 条 が 定 め られ

て い る。

○天 台 宗

・教 誡 律 儀 の 作 法 を 簡 潔 化 さ れ た 食 事 作 法 を 使 用。

≪基 本的 な 心 得 と 作 法 ≫

1、道 心 の 中 に 衣 食 あ り 、衣 食 の 中 に道 心 な し 。

2、食 事 の 作 法 は 適 確 、静 粛し か も 機 敏 な る べし 。

3、食 事 にお い て 言 語 は もち ろ ん 一 切 の 音 声あ る べ か ら ず 。

4、食 器 の 位 置 を 乱さ ず 、全 て の 器 も 一 々手 に と っ て 食 す べし 。

5、諸 作 法 は す べて 隣 席 の 上 座 に 倣 う べし 。

こも 常 に 心 に 五 観 を 保 つ(別 添 付 )。・食 事 は 修 行 の ひ と つ で あ り 、行 儀 作 法 の 他|

・す べて は 天台 宗 の 基 本 理 念 「山 川 草木 悉 有 仏 性 」の 教 え か ら 成 り 立 つ 。

→人 間 に限 ら ず 、全 て の 命 あ る 動 植 物 自 然 に は 、仏 と な れ る 性 質 が 備 わ る。

人 間 は、命 に 内 在 す る 仏 を 頂き な が ら 自 ら の 生 命 を 長 ら え て い る。

・建 築で 顕 さ れ た も の→比 叡 山 延 暦 寺 の総 本 堂 「根 本 中 堂 」

・修 行で 顕 さ れ た も の→「千 日 回 峰 行」

．「報恩 謝 徳」の 精 神 （一 隅 を 照 ら す 精 神 ）

→仏 教 に は 報 恩 謝 徳 の ゆえ 、権 利 義 務 の 概 念 が 無 い 。

頂い た 恩 に 報 い る た め、感 謝 の 心 で 善 行（徳 ）を積 んで ゆく 。

・加 藤 咄堂（仏 教 学 者 、作 家 。　明 治 ３年 ～昭 和 24年 ）

「人 間 は 世 の 中 と い う 宿 に 泊 ま る 旅 人 。世 の 中 に奉 仕せ ね ば 、無 賃 宿 泊 の た だ

の 盗 賊で あ る。」



≪食 事 の五観 ≫

一 つ には功 の多 少 を 計り 彼 の来処 を 量 る

→此 の食 物 が 食膳 に運 ば れる まで に は、幾 多 の人 の労 力 と 神仏 の 加護

によ る こと を思 い 感 謝 す る。

二つ に は己 が 徳 行 の 全 欠多 減 を 忖 る

→自 分 の 徳 行 が ま だ足 り て い な い の に 、此 の 食 物 を 頂く こ と を 過 分 に

思 う。

三 つ に は心 を 防ぎ 過 を 離 る る こ と三 毒 に過 ぎ ず

→旨 い か ら と い っ て 貪 ら ず 、不 味 い か ら と い っ て 厭 う 心 を 起 こ さ な い。

四 つ に は 正し く 良 薬 を 事 と し て 形 苦 を 済 う こ と を 取 る

→此 の 食 物 を 自 分 の 身 心 の 病 を 癒 す 良 薬 と 心 得 る 。

五つ に は道 業 を 成 ぜ んが 為 な れ ば 世報 は 意 に非 ず

→此 の 食物 は 、自 分 の求 め る 道 を 成 就 す る た め に 頂く こ と を 誓 う。

一 般向 け に解 り や すく 作 ら れ た も の →食 前観 、食 後 観

≪食 前観 ≫

わ れ 今 幸 い に 、仏 祖 の 加 護 と 衆 生 の 恩 恵 によ っ て こ の 清 き 食 を受 く 、

つ つ し んで 食 の 来 由 を た ず ね て 味 の 濃 淡 を 問 わ ず 、そ の 功 徳 を 念じ て

品 の多 少 を え ら ばじ 。「い た だき ます 」

≪食 後 観 ≫

わ れ 今 こ の 清 き 食 を 終 わ り て 、心 ゆ た か に 力 身 に 満 つ 、願 わ く は こ の

心 身 を 捧 げ て 己 が 業 に い そ し み 、誓 っ て 四 恩 に 報 い 奉 ら ん 。

「ご ち そ う さ ま で し た 」

※四 恩 …父 母 へ の恩 。国 土(環 境 )へ の 恩 。衆 生(命 あ る も の 全 て )へ の 恩 。

三 宝(仏 、法 、僧 )へ の 恩 。
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